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♪河口湖ステラシアターイベント情報♪♪河口湖ステラシアターイベント情報♪

いよいよ待望の夏のイベントが決定！
　富士河口湖町誕生記念及び河口湖ステラシアター・河口湖円形ホール10

周年シーズンとして皆様に楽しんでいただけるコンサートを企画しました。

�　　　　　　町民の皆様のご来場をお待ちしております。

全席指定

※１

全席指定

※３

全席指定

※２

全席指定

※４

全席自由

全席自由

全席自由

※２

大人

3,000円

高校生以下

1,500円

富士国際音楽祭

～中田喜直ﾒﾓﾘｱﾙ「すばらしき自然とともに」～

花とふれあいの合唱祭２００４夏

出演；川田正子、たいらいさお、岡崎裕美ほか

河口湖ステラシアター10周年記念コンサート

Ken's　Bar　２００４  平井　堅

野外映画フェスティバル２００４

「パイレーツ・オブ・カリビアン」

河口湖ステラシアター10周年記念
富士山河口湖音楽祭２００４

藤原真理チェロリサイタル（第一夜）

藤原真理チェロリサイタル（第二夜）

野外映画フェスティバル２００４

「ファインディング・ニモ」

河口湖ステラシアター10周年記念コンサート

森山良子　スペシャルナイト
With 前田憲男ビッグバンド in ステラシアター

ゲスト：加山雄三、イルカ、大貫妙子、
　　　　　　チェン・ミン

ＳＴＡＲＤＵＳＴ　ＲＥＶＵＥ

Ｍｔ．ＦＵＪＩ　楽園音楽祭２００４午後５時

午後4時30分

午後７時

ステラ

シアター

大人

2,000円

高校生以下

1,000円

テーブル指定席
9,000円
指定席
6,000円

6,500円

5,500円

ステラ

シアター

ステラ

シアター

ステラ

シアター

５月２９日(土)

午前１０時より

５月３０日(日)

午前１０時より

６月１９日(土)

午前１０時より

５月２９日(土)

午前１０時より

５月２９日(土)

午前１０時より

午後５時

7月3日●土

ステラ

シアター

ステラ

シアター

円形

ホール

午後７時30分

午後７時30分

8月9日●月

午後７時

7月17日●土

7月24日●土

7月19日●日祝

8月10日●火

8月16日●月

午後6時30分

8月15日●日

入場無料

入場無料

月　日
�開演時間

会　場 区　分 一般料金 チケット発売日コンサート名

公演内
容
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TEL 0555-72-5588　休館日　火曜日、祝日の翌日

上記公演のチケットに関するお問い合わせ

全席自由

※２

全席自由

※２

全席指定

※２

全席自由

指定席

自由席

河口湖ステラシアター10周年記念
�富士山河口湖音楽祭２００４

シエナ･ウインド ･゙オーケストラ　メンバーによる

木管＆金管アンサンブルコンサート

河口湖ステラシアター10周年記念
富士山河口湖音楽祭２００４

河口湖ステラシアター10周年記念
富士山河口湖音楽祭２００４

河口湖ステラシアター10周年記念

富士山河口湖音楽祭２００４

小椋佳　「歌談の会」
和み、励み、挑みが心に広がる歌と語らい。

勝山

ふれあいセンター

さくやホール

大人

2,500円

高校生以下

1,000円

大人

2,500円

高校生以下

1,000円

4,000円

4,500円

大人

800円

高校生以下

500円

大人

3,000円

高校生以下

1,500円

円形　　　

ホール

ステラ

シアター

ステラ

シアター

ステラ

シアター

５月２９日(土)

午前１０時より

５月２９日(土)

午前１０時より

５月２９日(土)

午前１０時より

５月２９日(土)

午前１０時より

６月５日(土)

午前１０時より

午後７時

8月17日●火

午後７時

8月18日●水

午後 2 時

8月21日●土

午後 5 時

8月21日●土

午後 5 時

8月22日●日

月　日
�開演時間

会　場 区　分 一般料金 チケット発売日コンサート名

池上英樹マリンバ
�　　　ライブパフォーマンス

吹奏楽国内トップチームによる野外コンサート

佐渡　裕　指揮

シエナ・ウインド・オーケストラコンサート

小椋佳の世界。

出演： 東海大学付属高輪台高等学校
�　　 習志野高等学校、埼玉栄高等学校

【ご注意】

※�１　7/3公演に限り、高校生以下チケットの取り扱いはステラシアターのみ

※�２　未就学児のご入場はご遠慮願います。

※�３　未就学児のご入場は、保護者ひざ上に限り無料。ただし、座席が必要な方は有料となります。

※�４　荒天の場合、翌日の7/20に順延。順延による払い戻しは致しませんので予めご了承下さい。
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�

【
船
津
地
区
】

�

小
林
　
誠
、
赤
池
洋
一
、
外
川
明
治
、
黒
澤
　
章
、

　
滝
口
理
沙
、
中
村
　
梓

【
小
立
地
区
】

　
渡
辺
治
彦
、
渡
辺
尚
希
、
北
村
大
介
、
古
屋
由
紀
子

【
大
石
地
区
】

　
井
坂
孝
行
、
堀
内
雄
一
、
木
下
真
智
子

【
河
口
地
区
】

　
中
村
真
也
、
外
川
貴
範
、
高
根
春
美

【
勝
山
地
区
】

　
小
佐
野
清
一
、
小
林
　
弘
、
小
佐
野
洋
司
、
倉
沢
　
聖
、

�

流
石
昭
仁
、
土
橋
祥
三
、
小
佐
野
達
美
、
武
藤
澄
代
、

　
宮
下
ゆ
か
り
、
流
石
喜
美
子

【
足
和
田
地
区
】

　
三
浦
　
勝
、
渡
辺
美
男
、
古
谷
隆
人
、
渡
辺
俊
雄
、

�

三
浦
め
ぐ
み
、
和
田
秀
子
、
渡
辺
初
世
、
渡
辺
有
子

　
南
都
留
郡
体
育
祭
り
の
陸
上
競
技
会
が
左
記
に
行
わ
れ

ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
連
絡
し
て
下
さ
い
。

●
日
　
時
　
6
月
27
日(

日)

　
午
前
9
時
～

●
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場

●
申
し
込
み
先
　
町
民
体
育
館
　
℡
7
3-

1
2
0
0
　

富
士
河
口
湖
町
国
際
交
流
協
会
が
発
足

今
年
度
の
新
し
い
体
育
指
導
委
員
が

　
　
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら

議
会
事
務
局
か
ら

各
地
区
公
民
館
事
業
紹
介

郡
体
育
祭
り

陸
上
競
技
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
富
士
河
口
湖
町
国
際
交
流
協
会
（
古
賀
秀
秋
会
長
）
が

発
足
し
、
５
月
16
日
中
央
公
民
館
で
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
広
く
町
民
の
国
際
的
な
視
野
と
感
覚
を
高
め
、
地
域
に

根
ざ
し
た
国
際
交
流
を
す
す
め
て
い
こ
う
と
会
員
85
名
で

発
足
し
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
家
族
で
の
入
会
者
や
小
、
中
、
高
校
生
、
大

学
生
、
お
と
な
と
幅
広
い
年
齢
層
で
、
自
己
紹
介
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
国
際
交
流
協
会
へ
の
期
待
が
発
表
さ
れ
、
新
し

い
町
の
国
際
交
流
に
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
込
ん
だ
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。

　
総
会
の
あ
と
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
会
員
の
グ
ス
タ

ボ
・
マ
ル
チ
ェ
シ
さ
ん
に
よ
る
本
場
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン

ゴ
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
ひ
と
時
異
国
の
ム
ー
ド
に
ひ
た

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
さ
な
会
員
の
た
め
の
「
英
語
の
絵
本
で
楽
し

も
う
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
「
ブ
ラ
ウ
ン
ベ
ア
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
歌
と
ゲ
ー
ム

で
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

　
協
会
で
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て

国
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い

き
ま
す
。
関

心
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

入
会
は
随
時

受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
わ
せ
は
、
町
教
育
委
員
会
内
国
際
交
流

協
会
事
務
局
ま
で
。
電
話
　
７
２-

６
０
５
３

　
湖
南
町
公
民
館
事
業
「
カ
ブ
ト
ム
シ
を
育
て
て
み
よ
う
」

が
５
月
８
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
カ
ブ
ト
ム
シ
の

お
じ
さ
ん
（
三
浦
松
善
さ
ん
）
が
幼
虫
を
育
て
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
公

民
館
役
員
さ
ん

た
ち
に
よ
り
「
観

察
し
な
が
ら
一

生
懸
命
育
て
て

ね
」
と
育
て
方

の
プ
リ
ン
ト
と

と
も
に
幼
虫
を

子
ど
も
た
ち
に

配
り
ま
し
た
。

　
長
浜
財
産
区
管
理
委
員
、
梶
原
一
栄
氏
・
梶
原
庸
男

氏
・
三
浦
由
行
氏
の
後
任
と
し
て
次
の
三
氏
が
長
浜
財
産

区
管
理
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

��

梶
原
　
芳
章
　
　
昭
和
16
年
生
ま
れ

�

常
盤
　
　
旭
　
　
昭
和
17
年
生
ま
れ

�

三
須
　
五
郎
　
　
昭
和
22
年
生
ま
れ
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

男
女
共
同
参
画
週
間
６
月
23
日
～
29
日

紹
介
し
ま
す
！

�

　
男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
「
男
女
共
同

参
画
社
会
実
現
」
の
推
進
と
そ
の
た
め
の
行
動
計

画
や
条
例
制
定
に
関
し
て
提
言
し
て
い
く
と
い
う

大
き
な
課
題
を
い
た
だ
い
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
課
題
を
前
に
、
委
員
会
と
し
て
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、
ま
ず
何
か
ら
始
め
る

べ
き
か
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、

男
女
を
問
わ
ず
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
と
個
性

を
生
か
し
て
、
お
互
い
を
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
平

和
で
豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
。
「
思

い
や
り
の

心
」
を
持

つ
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

�

推
進
の

第
一
歩
と

し
て
意
識

改
革
を
し

て
い
き
ま

し
ょ
う
。

身
近
な
と

こ
ろ
で
の

疑
問
、
た
と
え
ば
管
理
職
、
議
員
、
各
種
審
議
会

な
ど
女
性
の
登
用
が
少
な
く
、
介
護
、
保
育
は
女

性
の
割
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、
一
流
料
理
人
は
男

性
が
多
い
が
家
庭
の
台
所
に
立
つ
男
性
は
少
な
い
。

若
い
世
代
の
夫
妻
に
は
家
庭
生
活
を
上
手
に
分
担

し
て
い
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
中
高
年

の
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。
男
性
女
性
の
特
性

は
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
お
互
い
を
尊
重
し
、

お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
「
男
女
共
生
」
の

第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

推
進
委
員
会
で
は
、
身
近
な
疑
問
を
紙
芝
居
や

寸
劇
に
し
、
地
域
へ
出
前
と
い
う
形
で
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
疑
問
、
何
か
変
だ
と
感

じ
る
こ
と
を
推
進
委
員
会
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

紙
芝
居
、
寸
劇
の
主
人
公
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

■�

ご
意
見
・
ご
提
案
は
、

　
生
涯
学
習
課
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
事
務
局

　
℡
７
２
‐
６
０
５
３
へ

��

山
梨
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
や
課
題
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
に
男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー

ダ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
に
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
本
年
度
か
ら

２
年
間
の
任
期
で
富
士
河
口
湖
町
か
ら
は
穂
阪
四

郎
さ
ん
（
船
津
）
と
渡
辺
節
子
さ
ん
（
小
立
）
が

県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
、
①
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
連
携
し
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

た
め
の
活
動
を
行
う
。
②
男
女
共
同
参
画
行
政
に

つ
い
て
の
地
域
の
要
望
を
、
県
や
市
町
村
に
報
告

す
る
と
と
も
に
意
見
を
述
べ
る
。
③
県
及
び
市
町

村
の
男
女
共
同
参
画
施
策
に
関
す
る
情
報
を
地
域

に
提
供
す
る
な
ど
で
す
。

�

お
ふ
た
り
は
、
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

委
員
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
地
域
と
町
と
県

を
つ
な
ぐ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

この子たちは、どんな社会をつくっていくのか
(英語の絵本で楽しもう : 国際交流協会)

～
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
を
め
ざ
し
て
～

　
ま
ず
自
分
の
ま
わ
り
を
見
つ
め
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　 

 

「
変
だ
な
」
と
思
う
こ
と
は
？

　

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

�

　
　
　
　
　
委
員
長
　
高
橋
佐
知
代

『これからの女性の生き方』『これからの女性の生き方』『これからの女性の生き方』
講　師 :　吉原五鈴子先生

　　　　　元富士女性センター館長・山梨県社会教育委員

と　き :　平成16年6月10日(木)

　　　　　受　付 : 午後12時30分～1時

　　　　　講　演 : 午後1時～2時30分

ところ :　富士河口湖町中央公民館

主　催 :　河口湖ユネスコ協会

共　催 :　富士河口湖町教育委員会

ぴゅあ富士出前講座
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ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

アース・ウォッチ・プロジェクト　チーム１　今年も大きな成果

ニホンリスの生態調査を五合目付近まで拡大しました

今年の「ホタルの夕べ」は６月26日です

富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

　5月13日夕方から16日夕方にかけて、「富士北麓の絶滅危惧チョウ類」と題して、共同研究者の昭和大学の萩原先生

と一緒に実施したプロジェクトの１回目に、３人のボランティアが参加して下さいました（写真；川崎・所沢・軽井沢

から休みをとって自費で参加して下さいました）。

　14日からは、６ヶ所の調査地でミヤマシジミ・アサマシジミ・ヒメシジミの幼虫を

探しました。今年は５月で幼虫が小さいものが多く、なかなか見つからず苦労しまし

たが、14日に３頭、15日に４頭、16日に５頭のアサマシジミ幼虫を見つけることが出

来ました。マーカーで赤や紫の印をつけて放した結果、２頭は翌日に、１頭は３日連

続で見つかったのは大きな成果でした。さらに16日には、ヒメシジミの１令幼虫と思

われる幼虫を１頭みつけることが出来ました。昨年の結果とあわせて、３種のチョウ

の幼虫の生活の様子と、共生しているアリの種類が少しずつわかってきました。これ

をきっかけに、今後継続調査して、これらのチョウがなぜ絶滅しそうなのかを、はっきり出来たらと思っています。

�

�ニホンリスの生態調査も、森林総合研究所多摩森林科学園の林典子主任研究員と東京農工大学大学院の学生と共同で

継続調査しています。フィールドセンター周辺での追跡調査では、最近オスの行動範囲が広くな

り、100ｍ以上離れたカラマツ林まで行っているようです。一昨年のメスの追跡調査でも、同じ

く春の時期は行動範囲が広くなり、カラマツ林を好んでいました。カラマツの新芽が好きなのか

確かめたいのですが、直接見る機会が少なく、近づきすぎるとリスに迷惑がかかるので、追跡調

査も大変です。近年関東平野の里山では、ニホンリスが激減しているそうですが、例年と同じ位

のリスが活動しているフィールドセンター周辺は、まだ自然が保たれていることの証だと思いま

す。

　一方、昨年「富士山の五合目付近でニホンリスを見たんですよ。そこで生活しているとすると

日本では一番高い生息地になりますよ」という林さんの言葉に、今年から五合目一帯でも調査を

してみたいと話していました。多摩森林科学園が中心となり、学術捕獲と入山の許可をもらうこ

とができましたので、4月末から写真のようなオリを設置しました。生け捕りにし、発信器をつけて放す予定です。カ

ラマツやコメツガがほとんどで、ヒメコマツという五葉松が少しある所ですが、何を食べているのか、行動範囲はフィ

ールドセンター周辺とどう違うのかがわかれば、減少傾向のニホンリスの保護にも役立つと考えています。

　今年の「ホタルの夕べ」は、６月26日（土）に河口湖美術館芝生広場で、昨年同様に実施する予定です。

昨年は天候に恵まれ盛況でしたので、今年も好天だといいがと思っています。１５時からパネル展示を開始し（ホタル

・オオムラサキ賞入賞作品や河口湖周辺の自然の写真等を展示する予定です）、１９時頃から河口湖周辺の自然につい

ての話、その後、ジュニアレンジャーの子供達に協力してもらってゲンジボタル成虫を放虫する予定です。富士河口湖

町を中心とした地元の皆様のご来場をお待ちしております。（今年も自然発生を確認するため河口湖美術館施設には幼

虫を放流しませんでしたが、大石公園、大池公園、八木崎公園の施設には終令幼虫を放してありますので、６月中旬頃

からホタル成虫の飛ぶ姿が見られると期待しています）。

＜ショート・ニュース＞

�５月15日　豊富村へゲンジボタル幼虫約100頭（第２回目）。子供達と放流会が開催されたそうです。　

�５月14～23日　東京農工大学丸山研究室の学生による「イノシシ道調査」が実施されました。昨年の8・10月に比べ

　　ると、やや少ない様子です。出産期が影響しているのかもしれません。

�６月５日　東京HSBCビルにおいて、アースウォッチジャパンの研究者成果報告会として「絶滅危惧シジミチョウ３　

　　種とアリ類との共生関係について」という題で渡辺通人が講演することになりました。
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・館内整理日［30日(金)］

火曜日 大石分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

河口分館読み聞かせ会

8・22日 16:30～

8・22日 16:30～3・10・17・24日

1・8・15・22・29日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2004年6月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2004年6月の予定●

0歳～3歳対象  22日(火) 10:30～ 1日・15日(火) 10:30～

★おはなし会があります★おはなし会があります
日にち：６月１９日（土曜日）
時　間：２：００～　（３０分くらい）
場　所：中央公民館 

・おはなし　　　・本の読み聞かせ
・手遊び　　　　・ペープサート
　　　　　　　　　　　　などなど

●「おはなし」や本の読み聞かせなどもりだくさん

　です。お子さんと一緒に楽しいひと時を過ごして 

　みませんか？　大人の方もご一緒にどうぞ。

○内容○

新着CD案内

新着図書案内

▽一青想／一青窈

▽バニラ／河村　隆一 

▽ＬＯＶＥ　ＳＴＯＲＩＥＳ　V

▽Ｌｉｖｅ　Ｉｍａｇｅ－ｂｅｓｔ

▽Ｂｅｓｔ　ｏｆ　Ｂｅｓｔ／松田　聖子

▽シフクノオト／Ｍｒ．Ｃｈｉｌｄｒｅｎ

▽スローバックVol. 1／ボーイズⅡメン

▽FUNKCOVERLIC／DANCE ★MAN

▽「にほんごであそぼ」ややこしや編

　　　　　　　　　　　　じゅげむ編

▽Utada Hikaru　SINGLE COLLECTION

　　　　　　　　　／宇多田　ヒカル 

▽恩はあだで返せ／逢坂　剛　　▽「人生の答」の出し方／柳田　邦男　　▽人間の天敵／森村　誠一 

▽夜空のむこう／香納　諒一　　▽声に出して世みたい日本語３／斎藤　孝　　▽猿屋形／高橋　義夫

▽謎解き「世界の中心で、愛をさけぶ」／ライターズ・ジム　　▽ココロの止まり木／河合　隼雄

▽獅子の門　白虎編／夢枕　獏　　▽不完璧主義／斎藤　茂太　　▽あっぷあっぷ／福永　信

▽花鳥／藤原緋沙子　　▽毬子／吉屋　信子　　▽あなたのママになれたこと／荒井佐和子 


